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まえがき

この調査報告書は,社団法人海外農業開発コンサルタンツ協会の委託を受けて実施したブータン王国に

おける下記案件に関するプロジェクトファインデイング調査の結果をとりまとめたものである｡

｢ルンチ･モンガル農業総合開発計画｣

(The Lhuentseand Mongar Integrated Agricultural Development Project:LMIADP)

この調査の実施に当たり､ADCAは平成9年10月13日から同年10月24日までの12日間､下記の2団

貞をブータン王国に派遣して調査を行った｡

中岡 恵二 北海道開発コンサルタント株式会社 農業土木部

板谷 誠治 北海道開発コンサルタント株式会社 海外事業部

調査団はこれら計画の実施機関である農業省および関連機関と協議を行うとともにプロジェクト対象

地区の現地調査を行い､現状の把撞と資料の収集を行った｡協議の中では､計画の詳細な内容や優先度､

熟度等を確認するとともに日本の技術協力の可能性を検討した｡

農業はブータン国の最も主要な産業である｡仝就業者の87%が農業に従事し､農業部門は国内総生産

額の約45%を占めている｡しかし､農業生産の現状は恵まれない土地条件とも関連して,生産性が低く,

東部地域では特にそれが顕著である｡また一方では人口増加に伴って自然環境への悪影響も懸念されてい

る｡国家開発計画では､農業部門を一貫して重視し､農業の開発により農家収入の増加と生活水準の向上

を計画の目標とし､食糧の自給達成,および換金作物の増産と市場流通基盤の改善によって輸出による外

貨獲得に力を入れている｡一方,環境保全､資源の持続的活用を基本方針に､畜産と林業を含めた農業那

門を持続的天然資源部門(RenewableNaturalResources.Sector)として開発計画を進めており､全国を4つ

の開発地区に分けそれぞれの地区で環境条件に適応した地域開発を進めるとともに､地区の代表的な営農

システムを取り上げた試験研究と農業普及を担当する農業試験/普及センター(RNRResearchCentre)の建

設を計画しており､一部活動を既に行っている｡

ルンチ.モンガ)i,地区は東ブータン6県(Lhuentse, Mongar, Pemagatshel, SamdrupJongkhar, Trashi Yangtse,

Trashigang)の中核をなす地域であり, 1989年には同地区を対象とする農業開発F/SがE]本の技術協力で

実施された経緯がある｡これまでバロ谷農業総合開発計画をはじめ､日本のプロジェクトが西部に集中し

ていたことと､東部の農業開発が交通の不便さや､地形的悪条件等から遅れているのを均衡させるために,

現在,第8次5カ年計画(1997-2002年)において､本案件は農業セクターの最優先プロジェクト地区と

位置付けられている｡また,当案件は10年前に既にF/Sが完了した案件であり､そのF/Sに基づく日本の

無償資金協力での東部地域の農業基盤整備の実施が早急に行われることが望ましく､ブータン政府はこの

実施に大きな期待を寄せております｡

調査団はこの調査の実施に当たり､関係機関から多大なご協力を頂くとともに､貴重な情報､助言を得

ることができた｡諸機関､関係者の方々に深く謝意を表すとともに､これらの計画が日本政府の経済協力

によって早急に実施されることを望んでおります｡

平成9年11月
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(6) 政治行政

ブータン王国はワンチック国王のもとに王政を敷いている｡中央政府機関は図1に示すように国王のもとに国会､

司法機関､委員会などとともに8省が組織されている｡このうち農業省は作物/畜産,試験研究/藩政,森林､計画､

管理/財政の5局(Division)および農業省の管理下に独立した組織としてブータン食糧公社と木材公社が設立され

ている｡

地方行政は全国を20県(Dzongkha)に分割し､ここに県知事を任命し行政に当たっている｡ 20の県はさらに196

の郡(Geogs)に分けコミュニティから選ばれた郡長が県知事を補佐しながら郡内の行政に従事している｡第7次計

画では地方分権を進め､地方の特色ある開発を進めるため､首都の位置するティンプー県以外を4つの地帯(zone)

に区分し開発を進めている｡

(7) 農業生産

ブータンの主要な農作物は,米､トウモロコシ､バレイショ､キビ,ソバ､小麦および大麦等の食糧作物で,秩

金作物として伝統的作物のカルダモンヤショウガに加え､近年増産が著しいリンゴやオレンジ等の果実類がある｡

水稲は､河川沿いの沖積低地とテラス田を利用して作付けられているが藩政施設の整備水準は概して低い｡土壌や

土地条件から生産性が低く､栽培技術水準も低いことから､収量はいまだ低位の状況にある｡港概施設が整備され

た一部の水出では麦等と組み合わせた2期作が行われている｡トウモロコシ､ソバ､バレイショ等は焼畑を含めた

傾斜畑で雨季の天水に依存して栽培されている｡換金作物は主に傾斜地を利用して生産されている｡主要作物の作

付面積および生産量は表5に示すとおりである｡

ブータンの食糧自給率は1988年時点において穀物で66%､食用油で20%とされている｡厳しい地形と交通網の

発達の遅れにより市場へのアクセスビリティが困難なため生産物の流通は少なく■､多くは自給自足的生産となって

いる｡

また,果樹などの永年作物の植栽状況は表6に示すとおりである｡植栽されている永年作物のうち主要なものは

温帯性果樹としてリンゴ､亜熱帯性果樹のオレンジ､それに伝統的作物の香草科作物のカルダモンの3作物があり､

これらは農家の換金作物として､また,輸出作物として重要な役割を果たしている｡これらの3大換金作物の主な

生産地はティンプーを含むzone lとzone 2の西部､中西部地域で､全国の生産量の約2/3を占めている｡
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図 1 ブータン国の行政組織図
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第1章 ブータン国の概要

1.1 自然条件および社会経済条件

(1) 国土面積

ブータン王国は北部をヒマラヤ山系を隔てて中国チベット自治区と,その他はインドと国境を接する内

陸国である｡国土の全面積は46,500kml､ヒマラヤ山脈南麓の山岳国であるため標高は約200 mから7,500

mに及び､国土のほとんどは急峻な山岳地形からなる｡ブータンの主要4河川(Ammochu, Wongchu､

sankoshおよびManas川)はヒマラヤを源流として急勾配でブータン国内を商流し､インドとの国境から

平地に達し,さらに下流でバングラデイシュのガンジス河デルタに流入している｡これらの河川は一般に

深い渓谷を形成しているが､流量は年間を通して比較的豊富であり水力発電や港激闘発のポテンシャルも

高い｡居住可能地は国土の南部の約2/3､標高3,500 m以下の地域に限られる｡集落は低平地や緩斜面に位

置するが､それぞれの集落は､標高が高く急峻な地形で分断されている｡平地は渓谷沿いに形成された河

川沖積地のみで､わずか数%程度の面積に過ぎない｡

(2) 気象

北緯27-28度に位置するため亜熱帯の気候帯に属するが､標高差によって南部の湿潤熱帯性気候,中

部の温帯性気候､北部の高山寒冷地性の気候が分布している｡気象､地形､標高などの複雑な環境下で多

様な生態系が形成されている｡ヒマラヤ高山寒冷地帯から南部山麓の湿潤熱帯に到る種々の環境条件は複

雑多様で貴重な生態系や植物相を出現させ､かつ,これらは比較的よく保存されている｡また､気象条件

と地形条件に適した多様な土地利用と農業生産活動が展開されている｡標高2,000 m以下の地域ではモン

スーン型亜熱帯性気候のもとで熱帯性作物の栽培が行われ､標高2,500から3,500mの地帯では温帯性気

候のもとで温帯性の各種作物の栽培が行われている｡年間降水量は南部のインド国境付近で最も多く

3,000-5,000mm､南部の山麓地帯で1,200-2,000mm､中部のティンプー､パロ,タシガンなどの渓谷集落

地で500-1,000mm程度､さらに北部高lJ｣地帯では500mm以下に減少する｡モンスーン性気象条件のため､

ほとんどの地域でかなり明瞭な乾季と雨季がある｡雨季は6月から9月の間で､この4箇月間に年間降水

量の60-70%が集中する｡概して季節は明瞭で温暖/高温乾燥の春季(3-5月)
,高温湿潤の夏季(6

-9月) ､温暖/低温乾燥の冬季(10-2月)に区分される｡主要地点の年間降水量と平均気温は表1に

示すとおりである｡
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表1~ 主要地点の気象

観測地点名 標高 年平均最高気温 年平均最低気温 年間降水量

Thimphu

Paro

Wangdue Ph∝1r皿g

Daifam

(m)

2,400

2,300

1,300

400

(℃)

20.9

21.3

24.3

28.2

表 2 ブータン国の土地利用

Land Useand Vegetation Types A陀a (knl2) %

Forests

Conifer forest

Broadleaf fわrest

Forest plantation

Scrub fわrest

Pasture

Natural pastures

lmproved pastures

Agriculture

Wetland cultivation

hTigated wetland

Rainfed wetland

DIγ1and cultivation

Temced dryland

Unterraced dryland

Tseri (Shifting cultivation)

Mixed cultivated land

Horticu 1tur°

Orchards

Apple oI℃hds

Citrus orchard

Horticulture plantations

Cardamon plantation

Arecanut plantation

Ginger p一antation

Settlement

O血e rs

Snow/glaciers

Rock outcrops

Water
spreads

Marshy areas

Landslips/erosion

Total Area

33,713 72.5

12,323 26.5

17,531 37.7

92

3,767

1,814

1,814

0

3,581

465

465

0

1,116

116

1
,000

1,023

977

47

47

0

0

47

47

0

0

47

0.2

8.1

3.9

3.9

0.0

7.7

1.0

1.0

0.0

2.4

0.3

2.2

2.2

2.1

0.1

0.1

0.0

0.0

0.1

0.1

0.0

0.0

0.1

7,301 15.7

3,488

2,325

372

47

1,116

7.5

5.0

0.8

0.1

2.4

46,500 100.0

出典: statistical Yearbook of Bhutan, 1994
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(3) 土地利用及び農用地面積

土地利用の現状は表2に示すとおりである｡林地面積は国土面積の72.5%､農用地面積は焼畑面積を含めて11.7%､

雪氷地や裸地などその他の面積は15.8%の比率となっている｡林地面積のうち約90%は森林で覆われている｡針葉

樹林及び混交林が林地面積の37%､亜熱帯性及び温帯性の広葉樹林が52%を占めている｡農用地面積約3,581 km2の

うち､主に西部山岳地帯で営まれている焼畑面積は1,023 knlとなっており､極めて厳しい地形条件下で農業生産が

行われていることを示している｡

地域別の農用地面積は中央統計事務所の農業調査の結果を表3に示すが,合計で228,400baである｡

表 3 地域別農用地面積

(単位: 100Oha)

Agricultural Lmd

Tsheri& Kitchen Orchard &

Dzongkhag Total A托a Wet land Dry land Pangshin Ga山en Plantation Total

Thimpbu 46. 5 0.9

Zone I(Chhukha, Ha, Paro, Samtse)

604.5 7.9

Zone II(Tsirang,Dagana, Punakha, Wangdue Phodrang)

465.0 6.8

Zone Ⅲ(Bumthang, Sarpang, Zhemgang, Trongsa)

790.5 6.2

0.9 0.2 0. 1

17.7 12.0 0.4

18.7 4.1 0.5

18.4 18.4 0.3

Zone rV(Lhuentse,Mongar, Pemagatshel, Samdrup Jongkhar, Trashi Yangtse, Trashigang)

1,674.0 5.9 32.6 61.6 0.2

TOTAL 3,580.5 27.7 88.3 96.3 1.5

1.0 3.1

6.5 44.5

2.3 32.4

3.9 47.2

0.9 101.2

14.6 228.4

出典: statistical Yearbook of Bhutan, 1994
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(4) 交通通信

各集落が山岳によって分断されているため交通通信網の整備の必要性は極めて高い｡しかし､地形条件が厳しく,

山岳道路である事から技術面･資金面の課題から開発整備は遅れている｡現況の幹線道路は､中央部を西部のハ-

から東部のタシガンに到る東西道路とこれとインド国境を結ぶ南北の3路線があり,漸次整備は行われている｡し

かし､雨季には､斜面崩壊などによって長期間におよぶ交通寸断もたびたび発生する｡国内通信網の整備は日本国

政府の援助(TTleTelecommunicationProject)のよって現在進められており､ 1998年完了予定である｡また幹線道路

の橋梁掛替の開発調査が同じく日本国政府の援助にて本年度より開始されており, 1998年完了予定である｡

(5)
,人口､労働力および人的資源

ブータン国の総人口は1995年現在約58万人と発表されている(StatisticalYeazbookofBhutan, 1994).また､第

7次5カ年計画では, 1990年現在の人口を60万人と推定していた｡これらの総人口データは信頼性に欠けるとの

ことで､人口センサスが実施され現在とりまとめ中である｡人口増加率は今後とも2.5%以上が予想されており,1990

年の人口を60万人とすると2000年の人口は約80万人弱に増加すると予想される｡首都ティンプーは4-5万人の

人口が居住するブータン最大の都市になる｡首都以外の主な市街地はいずれもインド国境近くに位置するGalephu､

PhuentsbolingおよびsamdnlpJongkharである｡農.村部は2 -100戸､平均四十戸が1集落を形成し､ 1戸当たりの平

均家族数は8.5人程度と推定される｡

人口のほとんどは農業に依存し､仝就業者の約87%が農業に従事している｡その他の就業者は政府機関従事者､

ビジネス建設業およびその他の産業の従事者に大別され,それぞれ数%程度と推定される｡ 1994年時点の政府機関

の全就業者数は表4に示すように合計13,400人であった｡

表 4 政府機関雇用者数

MinistryDivision-

Ministry of Planning

Ministry of Home Affdrs

Ministry of Finance

Ministry of Communication

Ministry of SociaL Services

Ministry of Agriculture

Ministry of Foreign Affairs

Ministry of Trade and Industries

Special Commission

Other Non-Ministerial organization

Total

出典: statistical Yearbook orBhutan 1994

86

1,138

653

2,534

4,773

2,281

122

1,098

189

553

13.427
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表 5 農作物作付け面積および生産量(1988/89)

Crop Cropped Area (ba) Production(ton) Yield(kgha)

Cereals

Rice

Maize

Wheat

B uckwheat

Bar1ey

Millet

Total

Others

Mustard

Potatoe s

Apple

Orange

Cardamon

Total

64,630

182,850

25,100

32,560

12,930

32,310

350,380

17,280

10,370

4,554

16,238

14,126

4 12,948

59
,449

100,136

ll,981

10,734

5,697

ll,398

199,395

ll,398

5,178

4,692

2,573

0

QO

5

0

-

3

0ノ

つ一

4

4

3

4

5

6

qノ

5

4

3

4

3

5

0

′b

0

Oノ

つJ

Oノつり

出典: seventh Five YearPlan

ほとんどの農家(95%)は牛を飼養している｡牛の平均飼養頭数は6-8頭､多い農家は30頭を飼養しており､

このほかに馬､豚､鶏等を飼養し七いる｡これらの家畜は農作業の役牛､運搬､厩肥源､牛乳生産､肉等に供され､

営農面､農民の栄養源さらに現金収入源として欠かせない｡その他､高地ではヤク,羊などが飼養されている｡し

かし､大中家畜の飼料は､主に森林や草地の草資源に依存しているため,過放牧による土地の荒廃が問題として提

起されている｡飼養頭数の増加を抑制し,家畜生産を能率よくさせる必要がある｡主要な家畜の飼養頭数は表7に

示すとおりである｡

リンゴ､オ_レンジ､バレイショ､野菜類､カルダモンなどの換金作物は､隣国のインドやバングラデイシュに輸

出され､農家の現金収入､国家財政の外貨獲得源となっているが､交通網の整備の遅れと市場流通組織や施設が未

整備のため価格の低迷や流通過程における品質の低下が問題となっている｡換金作物の流通は農業省の管理下でブ

ータン食糧公社(FoodCorporation of Bhutan: FCB)が担当し､オークションヤードの運営や一部輸出業務を行って

いるが取扱量は少なく､多くはインド･バングラデシュのトレーダーが仲買することから､生産者に不利な取引が

多い｡また､換金作物の多くは生鮮物であるが､施設面の整備がなされていないため貯蔵,運搬時の品質管理が大

きな問題となっている｡
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表 6 永年作物の植栽本数(1988/89)

(単位: 1,000本)
Crop仔one Thimphu Zone I Zone Ⅱ Zone Ⅲ Zone IV Total

Temperate Fruits 55. 3

App le

Apricot

Peach

Pear

Plum

Walnut

Mangosteen

Total

49.7

0.8

2.0

1.1

0.5

109.4

109.2

93.6

1.5

7.6

2.8

0.8

215.5

Sub-tropical fruits 6.9 1
,328.5

Orange

Lemon

Banana

Guavas

Mango

Jackfruits

Litchi

Papaya

Persimmon

Tota 1

Other Tree Crops

CaTdamon

Areconut

Tea

Total

4.6 1,1483

0.3 74.5

1.1 86.7

0.7 9.3

3.3

3.1

13.6 2,653.7

5,883.7

5,610.4

262.9

8.0

11,765.0

65.2

13.4

4.9

29.3

13.0

3.4

59.9

47.0

0.7

5.9

3.5

0.8

1.9

129.2 119.7

729.2 1,112.9

504.8 762. 1

9.1 23.5

182.8 286.6

25.2

2.3

3.0

10.4

9.9

4.0

3.8

3.1

1,456.4 2,216.3

5,400.7 4,407. 1

5,318.3 4,054.5

347.3

2.8 5.3

10,721.8 8,814.2

104.0 393.6

31.8 235.5

3.2 11.1

32.4 77.2

7.8 28.2

5.6 11.1

17.4 19.3

2.4 2.4

204.6 778.4

466.8 3,644.3

175.4 2,595.2

3.1 110.5

258.2 815.4

15.6 61.2

3.2 18.7

2.2 12.3

0.7 4.5

2.1 5.2

1.9 1.9

929.2 7,269.2

60.1 15,751.6

20.5 15,003.7

34.6 644.8

0.5 16.6

115.7 31,416.7

出典: statistical Yea加ok of Bhutan, 1994

表 7 家畜飼養頭数

(単位: 1,000頭)

Zonen)zongkhag Cattle Yak Mithun Buffalo Sheep Goat Pig Horses Poultry

Thimphu 6.30 8.87 0.68

Zone I(Chhukha, Ha, Paro, Samtse)

63.27 9.77 2.34

Zone II(Tsirang,Dagana, Punakha, Wangdue Phodrang)

44.47 8.07 6.57

Zone Ⅲ(Bumthang, Sarpang, Zhemgang, Trongsa)

45. 14 4.20 10.93

0.00 1.23 0.00

0.53 4.41 14.95

0.28 8.9 1 5.50

0.62 10.63 4.5 1

1.12 0.86 2.09

9.56 2.77 32.63

7.83 3.93 27.64

3.98

Zone Ⅳ(Lhuentse, Mongar, Pe血agatshel, Sa皿drup Jongkhar, Trashi Yangtse, Trashigang)

149.06 5.78 33.01 0.08 6.72 1.76 23.46

Tota1 308.24 36.70 53.5 1 1.5 1 31.88 26.73 45.97

3.93 22.98

ll.41 72.32

22.92 157.66

出典: statistical Yearbook orBhutan, 1994
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ツアンルンシン支線 0.2 km

フィーダー道路

タンマチュウ一地区(ルンチ県)

一路線 ヘリポートからネイビー部落まで

(既存のフィーダー道路の終点,ヘリポートに繋ぐ)

-延長
5.4 km

マサンダサ線合地区(モンガル県)

国道からソンジャリ･チュ-河口付近まで

2.4 km

ションガル･チュ.-Jllを渡る橋梁

(全長60m, 30mX2スパン)

フィーダー道路及び潅漉施設維持管揮機材

一位置

一機材

農産加工施設

一位置

一施設

タンマチュー

バックホー

プルト-ザ-

ダンプトラック

ホイールローダー

振動ローラ

タンマチュ-

建物

菜種搾油機

量数
ユ
ー
ユ
ー
ー

能力

o.2 m'

15 ton

ll ton

o.6 n†

lot

数量 能力

トウガラシ粉砕機 1

多目的乾燥機 1

果実加工施設 1

発電器 農産加工施設用 2

発電器 果実加工施設用 1
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100kg/時

20 kg/時

5nf/日

5t/日

5 P/S
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(8) 国家経済

ブータンの国内総生産額は､･ 1980年から1989年の10年間に約1.9倍､年平均成長率は7.9%とほぼ順調な成長を

続けている｡しかし､貧弱な社会資本装備､社会基盤や生産基盤の低い整備水準,恵まれない自然条件や天然資源

のため国の経済環境はいまだ極めて厳しい環境下にある｡そのため､隣国のイン`ドをiまじめ先進諸国や国際機開か

らの援助が国家経済に大きな比重を占めている｡

農業部門の生産額が全GDPに貢献する比率は,表8に示すように1980年の57%から1989年の45%に低下して

いるが依然として最大の割合を占めている｡

表 8 国内稔生産額

(単位: million Nu.,1980 constant price)
Sector 1980 1 983 1986 1989 Share(%)

Agriculture, Livestock,

Forestry & Fishing

Agriculture proper

Livestock production

Forestry & Logglng

Fishing

Mining 良 QuarⅣing

Manufactunng

Electricity 皮 Gas

Constmc 一ion

Wholesale & Retail trade,

Restaurant & Hotels

Transportation, Storage 良 Communications

Financlng, Insurance, Real Estate

& Business services

Community, Social & Personal seⅣices

GDP Total

62 1.4 742.2

309.9 368.9

139.2 155.4

172.3 217.9

l

oo

oo

5

5

′0

5

2

00

つJ

00

8.9

62.9

6.0

185.2

881.0 962.9

436.3 514.7

177.4 201.7

267.3 246.5

22.2 21.7

71.0 128.2

60.4 231.5

141.8 133.8

122.0 143.4 133.6

64.8 83.9 142.4

l

ー

4

5

5

4

9

-

4

つん

l

l

0

O

¢0

3

ー

6

0

′b

l

3

7

′h)

′
h
)

70.2 91.1 126.2 163.5 7.7

120.4 113.1 168.6 217.0 10.2

1
,095.0

1
,370.2

1
,674.5

2,093.5 100.0

出典: seventh Five YearPlan

ブータン通貨ヌートラム(Nu.)はインドルビーと同価､連動性となっており､ 1997年11月現在の為替レートは､

1 USSが約Nu.36である｡

1.2 第8次5カ年計画

ブータン国は第7次5カ年計画に引き続き,第8次5カ年計画(1997-2002)を策定し,これを実施してきてい

る｡第7次計画では,国家経済発展､国民の所得と生活水準の向上とともに伝統文化の継承や豊かな自然環境の保

全を重視していたが､第8次5カ年計画でも引き続き同様の開発計画の基本方針を次のとおり6項目を掲げている｡

-自立: 食糧自給率の向上,国内産業活性化による国産化率の向上､輸出用産品の量

的質的向上によって国際収支の改善を図り,経済的な自立を目指す｡
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一持続的開発と発展:

一民間部門の振興と活用:

一住民参加と地方分権:

一人的資源の開発:

一地域間のバランスある開発:

開発による環境への悪影響を軽減させ,天然資源の継続的活用を図れる環境

保全型農業によって､持続的経済発展を可能とする開発を目指す｡

限られた財政と人的資源のなかで､政府機関の軽量化とともに民間部門の活

性化を図ることによって経済発展を目指す｡

地方分権の強化､地域の自立化を目指し､開発の計画､実施段階に住民が参

加した地域の特徴に合わせた開発を進める｡

住民の保健衛生の改善､教育とともに経済発展を担う人材開発を進める｡

すべての国民が経済開発､保健衛生,教育などの恩恵を得られるように地域

間にバランスある開発を目指す｡

畜産､林業を含む農業部門は､第8次5カ年計画のなかで持続的資源活用(RNR)部門として取り扱われている｡

5カ年計画のなかでこの部門の現状の問題点として下記の事項をあげている｡

一農耕地の不足および痩薄な土壌条件､未整備な農業生産基盤,土地制度の不備による低位生産性

-労働力の不足､農地の地形条件から農作業は重労働で,機械化が困難

一集落が地形によって分断されており､かつ､道路網が未整備のため農畜産物の流通が困難である｡また､流

通､貯蔵などの施設が整備されていない｡

一飼養されている家畜に対し,飼料が不足している｡過放牧が自然破壊の原因となっている｡

一関発計画を策定するのに必要な基礎統計数値の不足｡

第8次5カ年計画の農業部門は計画の目標を下記の4項目においている｡

一食糧自給

一換金作物の増産と輸出による外貨獲得

一農村住民の収入､生活水準､栄養水準の向上

一持続的農業資源の利用

これらの目標を達成するため下記の戦略を掲げている｡

-プロジェクトの計画策走と実施の統合化と強化

一行改組織の強化

一地方分権による地域開発の強化

一農業生産活動と環境保全の統合､調和

具体的な開発計画としては､次の計画に優先順位をおいている｡

作物生産

試験研究,農業技術普及

優良種子の生産と配布､営農資材の配布システム

優良品種の保護育成

農業の機械化

畜産開発

品種改良
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畜産加工品開発

羊飼養改善

放牧草地開発

家畜関連企業の育成

家畜栄養状態の改善

試験研究および飼養技術普及の改善

植林

森林保護

森林管理

野生生物保護

試験研究と技術普及

林業

市場流通

FCBの強化と民間の活用

輸出国芸作物の流通整備､オークションヤード増設と整備

貯蔵倉庫の増設
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第2章 ルンチ･モンガル農業総合開発計画

2.1 計画の背景および必要性

農業はブータン国の最も主要な産業である｡全就業者の87%が農業に従事し､農業部門は国内総生産

額の約45%を占めている｡しかし､農業生産の現状は恵まれない土地条件とも関連して､生産性が低く､

一方では人口増加に伴って自然環境への悪影響も懸念されている｡国家開発計画では,農業部門を一貫し

て重視し､農業の開発により農家収入の増加と生活水準の向上を計画の目標とし､食糧の自給達成､およ

び換金作物の増産と市場流通基盤の改善によって輸出による外貨獲得に力を入れている｡一方,環境保全､

資源の持続的活用を基本方針に､畜産と林業を含めた農業部門を持続的天然資源部門(Renewable Natu,al

Resources Sector)として開発計画を進めている｡

ルンチ･モンガル地区は東ブータン6県(Lhuentse, Mongar, Pemagatshel, SamdrupJongkhar, Trasbi Yangtse,

Trashigang)の中核をなす地域であり､ 1989年には同地区を対象とする農業開発F/SがEl本の技術協力で

実施された経緯がある｡これまでバロ谷農業総合開発計画をはじめ､日本のプロジェクトが西部に集中し

ていたことと､東部の農業開発が交通の不便さや､地形的悪条件等から遅れているのを均衡させるために､

現在､第8次5カ年計画(1997-2002年)において農業セクターの最優先プロジェクト地区と位置付けら

れている｡

同地区は､標高300mから4,000mにまたがる丘陵な山岳地形にあり､山脈は深い渓谷によって分断さ

れており､小面積の農地が様々な標高に村落とともに分散している現状である｡現在藩政されている面積

は耕地の15%以下と想定され､残る耕地は天水を利用しており､農業生産はモンスーンに大きく依存した

ものとなっている｡また地区内の主要産業は農業のみであることから､農業基盤である潅概施設の整備は

地域全体の農家収入の増加に結びつくこととなる｡一方,現況では国内の幹線道路及び各県を結ぶ道路は

ある程度整備されているものの,地区内の村々を結ぶアクセス道路の整備は全くと言っていいほど行われ

ておらず､フィーダー道路の建設は地域全体の生活水準向上のためにも是非とも必要なものである｡また､

農産物加工施設の導入は､農産物の国産化率の向上､輸出用産品の質的量的向上によって匡l際収支の改善

を図り､地区のみでなく国全体の経済的な自立を促進するために必要と考えられる｡

本案件に関連して､現在国内にはRNR-Rese?rch Centre(RNRRC)が4箇所､ RNR-Research Sub Cent,e(RNR

RSC)が5箇所､その他に農業普及所186箇所､畜産普及所158箇所ある｡そのうち東部地域内にはRNRRC

(Khangma)とRNR RSC (Lingmethang)､ RNR RSC (Pemagatshel)､ RNR RSC (Mongar)があり､さらに農業普
及所並びに畜産普及所が数カ所ある｡ここでの研究成果をティンプーにある農業省のRes｡ar｡hS｡｡ti｡｡で取

-12-



りまとめられ,応用･相応できる農業技術を東部地域内に普及する｡具体的には①土地利用:藩政面積の

拡大･土壌肥沃の向上と維持管理･焼畑から果樹園/畑地への転換､ ②農業生産:単位収量の増大･作物

作付け率の向上･換金作物栽培の促進等の技術を普及することである0

2.2 計画の概要

東部地域の開発施策は､以前より着手されているが,地域間の均衡をはかるためにより一層の開発が望

まれている｡域内には相互に関連する数多くの開発阻害要因が存在している｡これらの開発阻害要因の軽

減を目途とする本案件の実施は､以下を目標とする地域開発のためにも必須である｡

1) 食糧自給率の向上､国内産業活性化による国産化率の向上､輸出用産品の量的質的向上によって

匡l際収支の改善を図り､経済的な自立を目指す｡

2) 開発による環境への悪影響を天然資源の継続的活用を図れる環境保全型農業によって持続的経

済発展を可能とする開発を目指す｡

3) 民間部門の振興と活用:限られた財政と人的資源のなかで,政府機関の軽量化とともに民間部

門の活性化を図ることによって経済発展を目指す｡

4) 住民参加と地方分権:地方分権の強化､地域の自立化を目指し､開発の計画､実施段階に住氏

が参加した地域の特徴に合わせた開発を進める｡

5) 人的資源の開発:住民の保健衛生の改善､教育とともに経済発展を担う人材開発を進める｡

6) 地域間のバランスある開発:すべての国民が経済開発､保健衛生､教育などの恩恵を得られる

ように地域間のバランスある開発を目指す｡

上記の開発目標は､第8次5カ年計画の農業開発政策に沿うものであり､開発目標の達成に対して､農

業開発は中枢的役割を担っている｡しかしながら自然条件の制約から､農業生産の拡大は､土地および水

資源の有効活用に求める必要がある｡したがって目標達成のためには､次のような事項を重点的に開発す

る必要がある｡

1) 作物収量の改善等､農業生産性の向上

2) 二毛作の拡大等､資源利用の効率化

3) 市場価値の高い作物生産の農民への普及

4) 既存藩政施設の改修および改善による藩政効率の向上

5) 焼畑の畑地化･果樹園化および畑地の水田化の促進

6) 果樹生産拡大および流通に対応した地域内への加工施設の導入

なお本計画は10年前に行われたF/S調査結果を基に､プ国政府関連機関及び対象地区での聞き取り調

査を行った結果､本案件を日本の無償援助にて実施したいとの意向を受けて､取りまとめたものである｡

よってF/S調査時に取りまとめられた計画を一部修正した計画となっている｡また計画対象地区について

は現状におけるモデル地区として最適であることに変わりがないため､ F/S調査時と同一のモデル地区の

ー13-
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開発を行うものとした｡図2および図3にF/S調査時に計画されたモデル地区一般計画図を､図4から図

8に同じく潅蔽施設等の計画図を示した｡計画の概要は以下の通りである.

1) 既存潅叔施設の改修

2) 既設フィーダー道路の改修と新設

3) 施設維持管理用機材の導入

4) 農産加工施設の導入

(1) 計画の目的

短期的にはルンチ県およびモンガル県で､それぞれ1箇所ずつで県の物理的条件を代表するようなモデ

ル地区を選定し､潅耽施設とフィーダー道路を中心に農業生産基盤整備を実施する｡この実施を通して､

東部地域の農業開発の実現してゆくためには､どのような施設､その配置･構造等が妥当なものであるか

を検討･把握する｡無論この中では地形･地質条件､気象条件だけでなく農用地･農家の位置や実施後行

われる農業技術の普及活動などを容易にするために､地域住民同士のコミュニケーションがとれることを

考慮したものとする｡また､農業省の焼き畑農地の果樹園への転換政策に合わせ,果樹増産に対応できる

農産物加工施設を建設し､東部地域の農産加工の基地にする｡

~方長期的には､ブータン政府が第8次5カ年計画で示している目標が最終的な目標となろうが､農家

収入の拡大と生活水準の向上､食糧自給率の増加,換金作物の増産･加工とその流通基盤の改善による輸

出の拡大等が揚げられる｡

本計画の実施は､本案件の計画･実施を通じて収集された資料とその分析結果および経験を基に､東部

地域全体の適切な農業開発計画を樹立し,逐次､農業省でその実施を行うことになる｡その結果､別途､

農業省が計画しているRNR部門の開発調査から得られる,持続可能農業技術の普及･応用活動等が東部

地域にもスムーズに導入でき､上述の目的も達成可能となるが､本案件で農業生産基盤を主に整備し､農

産加工施設を建設し､ハード面でも事前に対応できるようにしておく必要がある｡

(2) 計画対象地区

調査対象地区は,プ一夕.ン国東部に位置するルンチ県およびモンガル県である｡また両県に1箇所ずつ

のモデル地区(調査対象地域を流下するクリチュ-川流域に展開する既存あるいは計画中の小規模産概地

区)を設ることとする｡なおモデル地区はルンチ県がタンマチュ一地区､モンガル県がマサンダサ競合地

区とする｡対象地域の範囲は見開き図｢ルンチ･モンガル農業絵合開発計画位置l別に示すとおりである｡

岬(モデル地区:マサンダサ統合地区

-14-
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(3) 計画の内容

1) 藩政施設整備

潅概施設整備計画の基本はF/S■の施設計画を参考に､以下のようにする｡

取水施設: 取水施設はすべて永久構造物とすることから,各地点に河川を横断したコンクリートま

たは練右横構造の固定堰を設ける｡堰は乾季の取水を確実に行うために,伏流水を完全

に速断できるものとする｡堆砂土砂を排除するため土砂吐施設と排砂路を設ける｡水路

の呑ロには涜量調節施設を取付け､水路の最上流部に土砂吐のための土砂溜および土砂

吐施設を設ける｡

基盤: 水路はすべて永久施設とし,所要の用水量を確保できるものとする｡物理的条件から水

路は急傾斜地に設けられる.ことになろうが,定期的な維持管理も難しいと考えられるこ

とから,できるかぎり維持管理が容易なものとする｡

分属施設: 付属施設として余水吐､放水工､土砂溜､横断排水､ドレーンインレット,オーバーシ

ュート､道路横断(歩道橋) ,分水工等を設ける｡

タンマンチエ一地区(ルンチ県)

当モデル地区には既存の潅概施設があり､ 2本の港概水路と琴線水路2本が計画の対象とな

る｡

マサンダサ統合地区(モンガル県)

当モデル地区には既存の潅概施設があり､取水施設が小さなものを含め6箇所､幹線水路が

計画の対象となる｡

2) フィーダー道路建設

フィーダー道路建設の主旨は(1)不備な交通網と情報伝達の改善､ (2)農業用資材および農産物

の運搬の容易化､ (3)維持管理費用の軽減で､農業のためだけのものではない｡地形および地質

の現状はもとより､地域住民の要望と後背地への波及効果を考慮して､道路建設計画を以下のよ

うに策定する｡

-15-



タンマチエ一地区(ルンチ県)

､一路線 ヘリポートからネイビー部落まで

(既存のフィーダー道路の終点､ヘリポートに繋ぐ)

-延長
5.4km

-受益地域 タンマテュ-､シュンカール,メンジビ各村

一受益人口 3,492人(うちタンマチエ一地区:2,427人)

-受益戸数 390戸(うちタンマチエ一地区:253戸)

マサンダサ統合地区(モンガル県)

一路線

一延長

一施設

一受益地域

一受益人口

ー受益戸数

国道からソンジャリ･チュ-河口付近まで

2.4km

ションガル･チエ-川を渡る橋梁

(全長60m, 30mX2スパン)
カリピー,カリビタン､マサンダサ､パンシビ,

チャンザビ､ロランド,プログサール､マンリン

1,150人(うちマサンダサ統合地区:2,427人)

252戸(うちマサンダサ統合地区:87戸)

3) 施設維持管理用機材

事業完成後の潅概施設およびフィーダー道路の維持管理をブータン政府の責任においで行う

ために､施設維持管理用機材を導入する｡

4) 農産加工施設の導入

換金作物振興を目的に農産加工施設の導入を計画する｡なお果樹加工施設はF/Sで計画されていた施設

の他に導入を望まれた施設である｡これは近年東部地域では亜熱帯性果樹を中心とした換金作物の栽培に

力を入れており､なおマーケットとしてはF/Sで計画されていた東部のSamdrupJongkharよりも経済的面

から西部のPhuentsholingからの輸出を考えており､雨季に道路崩壊などによる輸出ルートの確保が困難に

なった場合に折角収穫した果実等が無駄になってしまうことから､この間の一時的利用と収穫シーズンを

通して一定した加工･出荷を目的に果樹加工施設の導入を切望されたことによる｡現在インドだけではな

く､ネパール､バングラデシュでもブータン産の果樹缶､ジャムが販売されているこの農産加工施設は東

部地域の果実加工も含めた農産加工基地となるものとする｡
0
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農産加工施設

一位置

一施設

タンマチエ-

建物(1)農産加工施設

建物(2)果実加工施設

菜種搾油機

トウガラシ粉砕機

多目的乾燥機

果実缶製造プラント

発電器 農産加工施設用

発電器 果実加工施設用

数量 能力

1

1

1

1

1

1

2

1

200 mz

200 m1

100kg/時

20 kg/時

5 mz/E]

5t/日

5P/S

1OOF/S

(4) 実施機関

農業省は､計画省,内務省,大蔵省,通商産業省等の関連各省と緊密な関係の下で,ルンチ･モンガル

農業総合開発事業の実施を行う｡

本事業の遂行を円滑に行うため､関係各省の代表者によって構成される運営委員会を設置する｡

(5) 主要施設および機材

主要施設および機材は以下のとおりである｡

潅概施設

タンマンチエ一地区(ルンチ県)

一取水工の新設 タンマチエ-第1取水エ

タンマチエ-第2取水エ

ゴルガン取水エ

ー幹線水路の改修 タンマチュ-水路

ゴルガン水路

一支線水路の新設 タンマチエウ支線

(第1及び第二支線を統合)

一支線水路の改修 ニュンマリン支線

タンマテュ-第2支線

マサンダサ統合地区(モンガル県)

一取水工の新設 マサンダサ取水工

1箇所

1箇所

1箇所

8.6 km

4.0 km

0.4 km

0.3 km

0.2 km

1箇所

ボンデイマ･カリビタン取水工 1箇所

(現在の2箇所の取水工を統合) 1箇所

ー幹線水路の改修 マサンダサ水路

ボンディマ水路

カリビタン水路

幹線水路の新設

支線水路の新設

カリビタン水路

カリピー支線

ー17-
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図3　　モンガル県モデル地区一般計画図



( I-200)

(I-150)

∈vAr･10N OF 0 V RT川

scALE 8

塵⊆旦⊆』皇皇
SCALE A

20)4 ●●-●●

l l

s.EEしDEしK

一ー

l l

u l

HLA

r)□ 70Q

●.■●

'.9;.
-.'.O
7

:a:.'q'..¢;Q..
:'‥Q.',.C)..lo.

●ユ.LI

5.200

g迫撃SECTICN OF BR[DGE

SC▲しE A

国 7 フィーダー道路の一般計画平面図および構造図 (モンガル県モデル地区)

人×(S OF F∈∈D∈R ROAD

0

¢

l
‖
l ‖lコl 2○

0
O

d)

○
○

0

0u

l且.-

vAT1 0F X U V RT()

sC^LE a

(I-150)

-24-

CROSS SEC¶ON OF FEEDER ROAD

SCALE A

O I

SCAし∈▲ l暮50

SC人LE8 lI100

TH∈ K川GDON OF 8日UT^N

MINISTRY OF ^GRICUしTURE

THE しHUNTSHl ▲NO WNG▲FI

INT∈GJl^T∈D ^GRICUしTUR▲し
o∈∨∈しOPM〔NT PROJECT

FEEDER ROAD I N MASANGDAZA

PROJECT AREA



t2LT.dWJq叫肌,/.,瓜--_.mゝ.也._1._.._..L仙..▲､___R
一一

ーd■~~~~r-loo

/...

l
I

面
=}

1_d一Yl▲.姐d .(I+○ーECTICh一光I

S'--:__---
,-i

l<,//

A.アL仙uql_"".,_,.
l

i
■.

---.f1--_,f--
′

′

~----_I

～
一

./tt*

PJT.-.-I.

i.,---;;;'
ノv/;質

.luL.;S/EZ
～

･++

I

I

Eー■■■

hZ

I

,..〟.

.,E.I.:.:1

一.ヽ

I

_一つ

′

lil
一■

I

･,,_./

tしZtユ

.)

I.A,.J^-'

sLム岨｣.t=
i.00l..～,

a_A)I

.I,ー__二_Jf帥〔.チ...:.;.L=

一一I

SECTーONE-E

.mt^

--~一日l:
llllllll /I

.Ft-呈 I.'l川:T...ニ忘'塊担-一 司. 国営

壷乳-qAnd--.,,.saw
I.5○○一_11▼V[-RN

1

.コ∠___

一ー●●′..

..‥..孝≡

I_

ヾ.

b
q

FE
n
･l

‖
l

‖

-.iー

皇.;:
一/.◆.

●●

■..,hp.曽LIEP..,..

■■●

■
･∴.......

JJq小ヾ●.
ー....././..I亡 m

u
●

‖

EL[
q

●●-

.r..:...｢.... ～.I.:::'i.'.'..''...董..:I:.;.....:..I..:.:.::..I......!:;A...:....g,-岩.;,I;A,A
t一l

＼~ ㌔ ll...～'.. 冨劉.-～.-D/-P<-I

-■......___..一■ー

一.▲■○

t.▲一ゝd一ー

｣..00t■

[lAAS,..
t
一

真

8f-…Jtt9
一-----一_

hp.._.

ー一■

I

L1

■■

L>
▲

I-r.qt.J''-t'~

!'-..-.:1.. q
tJ2..

I

･叫ヨc--..o-L.一1■■

ー▲3qSq<

,～ll_.-地
-.1--L1.

≡○柿○

---_.gi!__

畿-.:ーL＼t'-LP'wA

窮鳥A(.-i--i-;≡壷露頭ao戸l嘩
-■lT11一ldldtAAーーJllJL

陸■._._.
-止L---.鼠psE慧c- ▲-Al■▲l▲■▲●

′ーし221～_～)

l

■

一

一

t

粥
I
～

.I 一

コ ZDコ○



-
蛋
-



. J..

甜J〝EL巳出

＼

¶
⊂:::===n

易≡;ii

CROSS SECTION α= FEE【XR ROAD

(TYPE-I ) sc札E A
甲0盟SECTl叩肝FEEDER

RQAD

(TYPE-I) sc^LE^

h】

M

～
?

し,去ew
⊥_⊥

T
∈し

止NT

IJt.8 14t.8

NE別 Vlしし▲G∈

岬L rコ¥)SSl … NT

SC▲L【 A

5
∽○

醍 F&'... ｢

If=ニこLI
り｣瑠 1

qウqつ(ち

l

とoo3.00050

く1.

-i l
!ラ 0

○

r■■■訂

? LIf480 ～

qつ0の
..-+..+I- ･▲''-'.I.'=■.'-''J

lr[i呂iJ

SECTION A-A

SC∧し∈人

(I-loo)

SECT10N B-8 SECT10N C-C

sc▲L∈人 SCALE人

図 6 フィーダー道路の一般計画平面図および構造図(ルンチ県モデル地区)

O I

∈ii≦=_ーし_｣_. ㌧=さ
SCALEA T)50

THE KtNGOON OF E)HUT^N
MMSTRY OF ^G凡tCUしTURE

TH∈ LHUNTSH] AND LA)NG^Ft

lNTEG爪▲TED AGAICUしTURAL
OEVEしOPLA∈NT PROJECT

FEEDER ROAD IN TAN仇帆C日日U

PROJECT AREA

-23-



･
N
∽
･



(6) 概算事業費

日本国政府による無償資金協力で実施した場合の概算事業費は､表9に示すとおりであり合計7億9千

万円.(632万ドル)と推定される｡なお換算レートは1US‡-125円とした｡

表 9

項目

1 潅敵施設

取水工新設

幹線水路の改修

幹線水路の新設

支線水路の新設

支線水路の改修

ルンチ･モンガル農業総合開発計画の概算事業費

単位 数量 単価(千円)金額(千円)

70.180

′b

1

qノ

QO

5

ー

0

0

0

2

所箇
ー
m
ー
m

km

km

2,200 13,200

2,200 46
,420

7,700 6,930

3,850 3,080

1.100 550

金額(100OUSS)

皇亘土

106

371

55

25

4

2 フィーダー道路

道路建設

3 潅概施設維持管理用機材

バックホー

プルト-ザ-

ダンプトラック

ホイールローダー

振動ローラ

供与機材の部品(本体価格の10%)

4 農産加工施設

建物(1)農産加工施設

建物(2)果実加工施設

菜種搾油機

トウガラシ粉砕機

多目的乾燥機

果実加工施設

発電器 農産加工施設用

発電器 果実加工施設用

供与機材の部品(本体価格の10%)

5 物価変動費(本体価格の10%)

6 その他(組立費用等)

合計

km 7.8

台
台
台
台
台

234.000

33
,000

257,400

75.647

1 9,350 9,350

1 27,500 27
,500

1 12,100 12,100

1 5,720 5,720

1 14,100 14,100

6,877

m2 2∝)

m) 2 00

台 1

台 1

台 1

287595

45 9,000

60 12
,000

30,000 30,000

4,000 4,000

450 450

セブト 1 200,000 200,000

台 2

台 1

･26-

500 1
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5
,000

5
,000

26,145

90,689

5,744

790.000
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2.3 実施上の留意点と事業の効果

(1) 留意点

･農業･果樹･畜産の試験研究並びに技術を普及する目的で進めているRNRRCやRNRRSCの施設な

らびに機能が十分効果を発揮することが､当計画の前提条件になるため,日本の技術協力によりRNR

RCの建設(移転)計画や専門家の派遣の要請が行われている｡

･ルンチ県･モンガル県ではモデル地区以外の農業開発も強く望んでいるのは無論のこと､物理的条件

を基にした東部地域の農業開発を考慮する必要がある｡すなわち､農地の多くが嘩斜地にあり,そ

れは焼畑に依存したものであり､農家はそれら農用地に合わせ散在した形となっている｡

･地区の現状に関してはF/Sの調査時と大まかな違いはないものの､近年亜熱帯性果樹を含む換金作物

の栽培に力を入れており,これは当計画の主要コンポーネントとなることから十分な相応が必要と

考えられる｡

･ルンチ･モンガル地区の道路,水道､電化､医療等の社会インフラの整備水準は低い水準にある｡し

たがって､長期的な観点にたって､これらインフラを逐次整備することが望まれる｡

･東部地域の農業開発を促進し~てゆくためには､モデル農村開発事業の実施に引き続き,既存藩政のあ

る地区を中心に逐次事業化を図ることが必要である｡したがって,これに必要な調査等を早期に実

施することが望まれる｡

(2) 効果

この事業の実施によって下記のような効果が期待できる｡

1) 地域経済の活性化

2) 支出の削減と外貨の獲得

3) 他地域-の波及効果

4) 労働力の効果的な利用

5) 農民組織の強化

6) 畜産生産の改善

7) 食生活と社会福祉の改善

-27-



添付資料- 1 調査団の経歴

氏 名

生年月日

本籍地

現住所

学 歴

専門技術

職 歴

中岡 恵二

昭和23年5,月14 El

北海道

北海道天塩郡幌延町4条南1

東京農業大学 農学部 農業工学科 昭和46年3月卒業

農業土木

昭和46年4月 - 昭和47年4月

昭和47年5月 - 昭和48年2月

昭和48年3月 - 昭和50年6月

昭和50年12月 - 昭和52年3月

昭和52年4月

昭和53年11月

昭和59年3月

昭和63年4月

平成4年7月

- 昭和59年2月
- 昭和56年6月
- 昭和63年3月
- 平成4年5月
- 現在

(秩)東和測量 技師

農地開発機械公団研修

青年海外協力隊(フィリピン国)

ソイル工業(秩) 技師

サンスイコンサルタント(秩)技術部班長

(財)日本農業土木総合研究所出向

中央開発(秩) 農業土木部副長

国際航業(樵) 主任技師

北海道開発コンサルタント(秩)農業土木部

参事

業務経歴 日本国内の農業開発計画およびブータン､ホンデュラス､チリ､フィリピン､タイ

インドネシアなどの農業開発調査に参加

氏 名

生年月日

本･籍地

現住所

学 歴

専門技術

職 歴

業務経歴

板谷 誠治

昭和42年4月16日

北海道

北海道札幌市手稲区新発寒6条9丁目14-8

弘前大学 農 学 部 園 芸 化 学 科 平成2年3月卒業

弘前大学 農学研究科 土壌学肥科学専攻 平成4年3月修了

農 業

平成4年4月 -現在 北海道開発コンサルタント(秩)海外事業部

技師

日本国内の農業開発計画および中国､ブータン､モンゴルなどの農業開発調査に参

加
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again requestedthe ADCA (AgriculturalIkvelopment ConsultantsAssociation) to helpinpreparing

the Terms of Reference (TOR) forthe Lhuentseand MongarIntegrated AgriculturalDevelopment

PrqjectfわrJapan's Grant Aid.

TEE PROJECT

Objectives

FeasibilityStudy for The Lhuentseand Mongar Integrated AgriculturalDevelopment

Projectinthisarea was conducted from D∝ember 1987 to November 1988.Andthe Master Plan

Study on Renewable NaturalResources Development Project(M肝) was conducted bythe ADCAin

D∝ember 1993･ Nevertheless, forthe past ten years,the project has not been carried outalthoughthe

F/S was conductedform1987 to 1988･ TYle Purpose Ofthis study is to conduct meeting Withthe

authorities concerned regardingthe concept of the
projectandreconfirmtheir request for Grand Aid to

the Government of Japan･ If necessary, we will try to supportinpreparingthe application form for

Japan's aid.

(2) ProjectAreas

They are Lhuentse and Mongar Districts.

(3) PrqjectSituation

Withina spanof ten years,theareas underthe Lhuentheand Mongardistricts have

undergone rapid developments ･

i) Whenthe F/S was conductedthat time, Lhuentse had electricalgenerating capacityof 20

kwand Mongar420 kw, thereby giving a totalcapacityof440 kw which was insufficient

for farm machinery workshops to carry out necessary maintenance forthe agricultural

- equipment Ofthe Projectarea. However withthe competition of Kurichu Hydro Project

(60 mw) provided as a grant assistance bythe Government of lndia (GoI) will be apply to

supply plentyof uninterrupted ele血icityto allthe villagesand a number of lightindustries

expected in future･ Therefore electricalenergy constraint will be solved･

A山the hairpin bendsand narrow widthonthe Nationalhighway between Samdrop-

Jongkhar, Trashigang and Kurizampa have been widened to make it more accessible for

self loader trucks carrying heavy equlPmentand construction materials forthe Hydro

Project･Thisalso would proveanadvantagefor the implementation of Projectin future.

iii) The weak bailey suspension bridge of Chazamandthe bailey bridge of Sherichu
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添付資料- 2 調査日程

日 月 日 曜 行 程 事項 宿泊地

数 日

1 10月13E]月 札幌-ソウル (KE766)移動 バンコク

ーバンコク (KE651)

2 14日 火 バンコク

3 15El水 ハ1'ンコクーハ○ロ (KBllO)移動 ハ○ロ

4 16日 木 ハ○ローティげ- (車柄) 移動 ティげ-

農業省･ JICA/JOCV事務所表敬

5 17E]金 ティげ--けサ (車柄) 移動 トンサ

6 18日 土トンサーモげル (車輪) 移動

モデル地区(F/S)視察

モンがル県知事打ち合わせモンがル

ティン7o-

7
.19日 日 モげルールンチ (車柄) 移動

モデル地区(F/S)視察

ルンチ県知事打ち合わせ

8 20日 月 ルンチーゾヤかル (車柄) 移動 シやヤかル

9 21日 火 ゾヤカールーティげ-(車輪) 移動 ティげ-

農業省･ JICA/JOCV事務所表敬/報告
10 22日 水 ティげ--ハ○ロ (車輪) 移動 ハ○ロ

11 23E]木 ハ○ローデT)-- (KBIO7)移動

在デリー日本大使館･ ∬cAデリー事務所
表敬/報告､移動

(m472)

機中泊

ハ○ローバンコクー(KBIO5)移動 機中泊

(m718)

12 24日 金
一成田 移動
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添付資料-3 面会者リスト

1 - MoA /Ministry of Agriculture

Dasho(Dr･)Kinzang Doてii
Mr･ Sbenlb Gyaltshen

Mr･ Kaylzang Tshering

2 - Mongar Dzongkhag

Dasho Lhakpa Do七ii
Mr. Lhawang Norbu

Mr･ Dbanapati Dhungel

Mr. Dodi Wangchuk

Mr･ Penden Norgay

3 - Lhuentse Dzongkhag

Dasho Sberub Gyeltsben

Mr･ Tshoki Doq'i

Dr･ Udyog Subedi

Mr. T.M. Abraham

Mr･ H･R･ Gballey

Mr･ S･D･ Thapa

Mr. Deepak Rai

Mr. Domang

4 - Renewable Natural Resource Regional

Mr･ DoてiiDukpa
Mr. P.M. Predban

Mr･ Sonam Tobgyel

Mr･ Danapati Dhungye1

5 - JICA/JOC∨ Office

Mr.SeijiKomatsu (小松 征司)

Miss.KayoTorii (鳥居 香代)

6
-在インド日本国大使館

Mr. YoshiakiMurata (村田 義明)

7
一匡l際協力事業団インド事務所

Mr. HidekazuKumano (熊野 秀一)

Mr.TsutomuShimizu (清水 勉)

S ecretary

Ac血g Director / Research

Extensionand Irrigation Division

Chief I血gation O伍cer

-do-

Dzongdag (PrefecturalGovernor)
Ani皿alHusbandry Officer

Coordinator / Essential0且

DFEO

District Engineer / Imigation

Dzongdag (PrefTecturalGovernor)
Admimistrative Officer

District A血malHusbandry Officer

Distdct Engineer / Public Works Division

District Engineer / hgation

Plannlng Officer

District Agriculture Officer

Agdcul山re bspector

Centre (RNRRC), Khagma

ProjectFelicitation Officer

Director, Eastem RNRRC

Project止dgationOfficer
Coodinator / EssentialOil

Resident Representative

Associate Specialist

Research and Development Division

First Secretary

Resident Representative

Assistant Resident Representative
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添付資料- 4 収集資料リスト

No. Title

1 Seventh Five YearPlan (1992 - 1997)

Planning Commission (Dec.,1991)

2 Seventb Five YearPlan (1997 - 2002)

Ministry of Planning (Dec.,1997)

3 StatisticalYearbook ofBhutan1994,

CentralStatisticalOrganization, Ministry of Planning (Sep. ,
I996)

4 First Eastem Zone Agriculture Project/ Report on Projectlmplementation

Ministry of Agriculture (Sep. 14, 1993)

5 RNR Research Centre-East (Khangma) / Research Strategyand Action PlanDocument

Ministry of Agriculture / Research Extentionand Irrigation Division (Sep.,1997)

6 Report on Research Managementand Planning Workshop / RNR Res?arch Centre-East (Khangma, July

4-ll,1997)

Ministry of Agriculture / Research Extentionand Irrigation Division (Aug., 1997)

7 Report on Research Managementand Planning Workshop / RNR Research Centre-East (Khangma, July

4-1 1, 1997) /Annex-7 : Plan of Activities fTorRNRRCIEast forthe 1997-98 FY

Ministry of Agriculture / Research Extentionand hgation Division (Aug., 1997)
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ルンチ県内唯一の国道

rFβ）で計画された路

材用の川砂

ルンチ県内に自生して

いたレモングラス



（即Slでのモデル地区

モンガル県マサンダサ

統合地区全景

マサンダサ競合地区内

のカリビー地区

肝勅で計画されたマ

サンダサ競合地区への

通路予定地



モンガル県内の傾斜地

に植えられているオレ

ンジの木（チャリ村）

モンガル県内の傾斜地

に植えられているマン

ゴーの木（チャリ村）

モンガル県に新設され

た定期市場



添付資料-6 提出フィールドレポート
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THE KINGDOM OF BHUTAN

THE MINISTRY OF AGRICULTURE

FIELD REPORT

ON

THE LIIUENTSE AND

mTEGRATED AGRICULTURAL

PROJECT
IN

MONGAR

D EVELOPMENT

THE KINGDOM OF BHUTAN

OCTOBER, 1997

AGRICULTURAL DEVELOPMENT CONSULTANTS ASSOCIATION, JAPAN
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FIELD REPORT

ON

TIIE LHUENTSE AND MONGAR INTEGRATED AGRICtJLTtJRAL

DEVELOPMENT PROJECT

IN

THE KINGDOM OF BHUTAN

1. BACKGROUND

Bhutanis a small countryinthe easternHimalayasand its mountainous terrain covers

40,077 sq･ km･ About 85% of the coun仕y's population of 600,000 depends on agriculture.

Agriculture isthe most important sectorinBhutanoccupylng about 45% of the GDP･ In aggregate,

the country is 64% self sufficient in foodandthe target of the RoyalGovernment of Bhutanis to

achieve 80 I 90% selfsufficiency bythe end of 8th FYP i･e･ year 2002･

The Minis打y of Agriculture (MoA) has divided Bhutaninto four Zones to make regional

developing planadapted to each environmentalcondition.

Zone I :

ZoneⅢ :

Zone III :

Zone Ⅳ :

Weste皿Region,

WesteⅢ Central Region,

Central Region,

Eastem Region wbicb includes Lbuentse, Mongar, Pemagatsbel, Samdrup-

Jongkhar, Trashi-Yangtse and Trashigang･

Enl1anCement Of self sufficiency for main cereal, stabilization of farmincome, increase of productivity,

overcoming of regionaldisparityhave beenthe
major objects

duringthe 7thFYPandthese would

continue to be the major Objectsin 8thFYP as well･ The Government of Bhutanis emphasizing the

development of山e remote eastern reglOn, Where development has been behind in comparison wi仙

the other reglOnS.

The Lhuentseand Mongar district which is relatively less developed thanaverage for

Bhutanis a virtually independent economic-socialzone having li°e relation tothe centraland western

regions in Bhutandue to the inferior condition of location, underdeveloped transportation system

including nationalroadsand subsistence oriented economy･ The RoyalGovernment of Bhutan,

therefore, requestedthe Government of Japanto extend technicalcooperation by conductingthe

feasibility study of the Lhuentseand Mongar Integrated AgriculturalDevelopment Projectin 1985. In

response to也e request,血e Government of Japan agreed to provide technical cooperadon and where

bythe FeasibilityStudy was conducted from D∝ember 1987 to November 1988. Nevertheless, it has

passed ten years and since then, the operations of the project have not been carried out by the

Government of Bhutan･ During this period, Projectsituation has changed e.g. RNR (Renewable

NaturalResources Research Centre Projectin Eastern Region), AMP (AgriculturalMachinery Project)

and other new projects
in thisarea have been plannedand proposed. Sothe Minishy of Agriculture
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(Trashigang) win be replaced by permanent concrete structures,thereby allowing heavy

construction equipment tO Ply over itwithout having lt tO dismantle as itis done now･ The

bailey bridge of Kurizampa will be replaced bythe Govemment of Japan(GoJ), the

detailed study which is being now camied out by JICA･

iv) FEZAPfunded bythe IFAD extends support by carrylng Outthe normalduties of the

RoyalGovernment of Bhutanand is notanintensive proJeCt･ Due to lack of sufficient fund

proper infrastructure development could not be carried out.

(4) Abstract of也e Feasibility Study

The study was conducted from D∝ember 1987 to November 1988. The
objectivesof the

study were to formulatethe lntegrated AgriculturalDevelopment PlaninLhuentseand Mongar

mstricts, and to accessthe technicalsoundness, economicand financial viabilityofthe identified

prqjects.

htegrated Agricultural Development Prqject

The physicaland economic environmentinthe studyarea isinno sense favorable for

development･ Mitigation of the agnculturaldevelopment constraints is naturally required to:

expandthe regionaleconomy throughincreaslngagriculturalproduction,and

improve the farmers'present
subsistence situation, together with adaptation or smooth

transfTer to a monetary economy･

The following basicintegrated agriculturaldevelopment planhas been conlceived forthe

achievement of these objectives:

- Land Use

- Agdcultural Development

- Irrigation and Dminage Development

- 0也er Rural Facilities'Development

Development Plan of Model ProjectArea

Two model project areas Were Selected1 One is Tangmachhu project area in Lhueptse

District,andanother is Masangdaza ProjectareacomprlSlng Of Karibee, Karbithangand Masangdaza

including Bongdima in Mongar District･

The project evaluation has been made onthe model project based onanassessment of

projectfeasibilityin view of economic, financialand socio-economic aspects. The economicanalysis
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was made fbr也e imgation development scbemes･

The economicinternalrate of return(EIRR) of the irrigation development schemes were

calculatedfromthe economic project benefitand cost flows for each proJeCtarea･ EIRRsin

Tangmachhu and Masangdaza proJeCtareaSare 4･6% and 3･ 8% respectively･ It is concludedthatthese

irrigation developmentsare not suitable forthe InternationalFunding Agencies･ Nevertheless, it is

recommendedthatthese projects would be implemented under concessionaltermaid fromthe

international institutions.

(5) Discussions / Opinions

Themission was accompanied by Mr. Kaylzang Tshering (CIO:Chief Irrigation Officer)

RE士D (Research, Extension & Irrigation Division), MoA from 17th(九toberthrough 21st Ck:tober,

1997, whoalsofrom加cember 1987 through November 1988 was the national counterpart to

JICA's FeasibilityStudy (F/S) team. The CIO oudinedthe F/S team's objectiveof visiting Bhutan

and particular1ythe selected areasinthe Lhuentseand MongarIntegrated AgriculturalDevelopment

Project･ He saidthat it wasinevitablethat withinthis spanof 10 years, many developmental

activities have taken place like the recent IndianGrantAssistanceinthe hydropower sector,

improvement of roadsand replacement of temporary bridges by permanent concrete structures which

areal1 ultimately indispensable for the implementation of the future Projects. Therefore, it wasthe

mission's
objectiveto draw up a comparative statements of the recent developments sothatthe same

components are not undertaken bythe various donor countries or in other words to avoid duplication

of the Project･ It wasalso confirmed bythemissionthatthe Japanese organization concerned with

this project is keenintaking up this Lhuentseand MongarIntegrated AgriculturalDevelopment

Projectas Japan's Grant Aid based onthe FeasibilityStudy Report except forthe deletion of certain

components and modifying of designs dependi鴫upon it's necessity. Duringthis long gap the

pnodties of血e distdcts have changed･

Duringthe 5 days period, fruitful opln10nSand discussions were held withthe concemed

Dzongdags of Lhuentseand Mongardistrictsalong withthe other sectoralheads whoalso shared

some of their valuable opinions as follows :

Mong

l･ Dasho Lhakpa Ihrji,Dzongdag explained thatthereare approximately about 32 fruit

plants inthe 6 Dzongkhags of the eastern reg10n Out Of which peaches, plums, pears, orangesand

the paschen fruits canbe grown in large quantities if seedlings through research are supplied to the

farmersand irrigation is avai1ablethroughout the year･ Therefore, well designed irrigation facilities

and drainage systems not only to increasethe
productivitybut to conservethe lowerareas onthe slope

through proper retainlng Structures Which could be possible only throughthe Projectfunding of

Japan's Grant Aid.
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Khangmainthe east will be shifted to Wengkharin Mongar supported by RNR Research Centre at

Khangmaand RNR Research Sub-Centre at LingmethanginMongar. The main objectivewill bean

integrated approach tothe 6 easternDzongkhagsinhorticulture,livestock, fores仕y, ecological

sustainability,extension supportand by consideringtheir regionalconcept. The basicinfrastructure

bythe RoyalGovernment of Bhutane. g. water supply, electricity,氏eder road, irrigation channeland

compound托nclng Will be completedinMay of 1998thereforethe RNR Research Centre main

buildingand other facilities are expected to come up sometime inmid 1998 under Japanese Grant Aid

prOgralnme･

Lhuentse Dzongkhag ( 20th October. 19971

1 ･ Lhuentse has 8 Geogs of whichthe only road coverage isthe nationalhighway connectlng

Mongar to Lhuentseandthe氏eder road connectlng Tangmachu bailey suspension bridge to

Tangmachu village, Primary Schoolandthe High School･

2･ Major Geogs are either located behindthe mountains, onthe slopes orintheinterior which

are only accessible by mule tracks･ Thus,they depend heavily on agricultureand animalhusbandryin

order to sustaintheirlivelihood･ It is expectedthat witha good road network,al1the villages will be

connectedandthe agriculture produce canbe exported to other reglOnS･And as a result, farmer's

income would increase thereby improving也eir mentality and living standards ･

3･ At a place called Rotpashong onthe highway for most part of the yearit remains blocked

by landslides causlng greatinconvenience tothe farmers･Asa part of geot∝hnicalinvestlgadon,the

Geologyand M血es conducted horizontalboring to conflrmthe rock stratas for determiningthe slope

stability･Instead, only layers of loose soil were available.Asanalternative,the Dzongkhag has

submitted proposaltothe Government for a changeinthealignment･ This would connect 18 villages

( 3 villages in Monagar viz･ Chali, Tormashong, Tsakalingandthe restinLhuentse Dzongkhag )and

when completed it would boost famer's income･ The startlng POlnt is somewhere near Korilla pass

and would end near TsengkharGeoginthe Lhuentse Dzongkhag･ If approved,this would be about

50 to 60 kms. in length.

4･ Irrigation isthe next most important sector afterthe road･ Due to lack of strong proper

distribution systemand poor tail end management , major Ofthe available terraces have driedand

become useless for agnculture.

5･ About 9･ 5 kms･ long feeder road connectingthe Tangmachu village is expected to be black

topped in future if approval is obtained from the concerned authorities.

6･ Kurtoe villages which is 2 days walk from Lhuentse has been proposed for a new road
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which would bearound 30 to 40 krru in length. If this is approved,this most remote village would

also become accessible tothe existing market. 0血erareas arealso proposed to be connected tothe

main highway.

7･ Lastly, small cottageindustriesare expected to come up afterthe complete connection of

al1the Geogs byanefficient road networks. Chill which is one of the most important cash crops can

be made accessible to血e nearest market･ Drying and chilly powder equlpment is expected･

3 SCHEDULE OF THE MISSION

150CT B angkok
16 Paro

17 Thimpu

18 Trongsa

19 Mongar

20 Lhu entse

2 1 Jakar

2 2 Thimpu

2 3 Paro

P ar°

Thimpu

Trongsa

Mong ar

Lbuentse

Jakar

Thimpu

P ar°

Delhi

MoA,JICA/JOCV Office

Meeting with DzoⅢgdag, RNRRC

Meeting with Dzongdag, RNRRC

Meeting with MoA, JICA/JOCV OfFICe

MEMBERS OF THE MEETINGS

∵MoA / Ministrv of A空riculture

Dasho(Dr･)Kinzang Doてii: Secretary
Mr･ Sherub Gyaltshen : Acting Director / Research, Extensionand Imigation Division

Mr･ Kaylzang Tshering : ChiefImigation Officer/ - do -

- Mon些ar Dzon空kha寧

Dasho Lhakpa Dq'i : Dzongdag伊reftcturalGovernor)
Mr･ Lhawang Norbu : A血malHusbandry Officer

Mr･ Dhanqpati Dhungel : Coordinator / EssentialChl

Mr･ DoてiiWangchuk : DFEO

Mr･ Penden Norgay : District Engineer / Irrigation

･ Lhuentse Dzon空khag

Dasho Sherub Gyeltshen : Dzongdag (PrefecturalGovernor)
Mr･ Tshoki Doq'i : Administrative Officer

Dr･ Udyog Subedi : District A血Husbandry Officer

Mr･ T･M･ Abraham: District Engineer / Public Works Division

Mr･ H･R･ Ghalley : District Engineer / hTigation

Mr･ S･D･ Thapa : Planning Officer

Mr･ Deepak Rai: District Agriculture Officer

Mr･ Domang : Agriculture Inspector

- Rennvab]e NaltJril】 RcsoLJrぐe RLI,ional Centre RNRRC Klla.qlil_

Mr･ DorjiDukpa : ProjectFelicitation Officer
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2･ Proper farmroads connectlng each village were found very essentialto transport

agriculturalproduceand movement of farmmachinery/equipment from place to place･

3･ Duringthe ralny Season,the nationalhighway, No. 3 leading to the nearest commercial

town of Samdrup Jongkhar located nearthe Indianstate ofAssamremains blocked owlng tO Slope

fai1ure･ The commercialactivitiesare disruptedinthis townand onthe other hand cash cropsare

stranded onthe highway･ Bythetimethe road is opened to traffic, most of it gets rottenand loses it

market value･ Therefore, small cottageindustries like other regions Were found essentialto tum

these fruitsinto juiceandjams for exporting tOthe other areas withinBhutanand other nearer citiesin

India.

4･ Throughthe export of essentialoil comprlSlng OfLemon grass, Palmarosa, Vetiver,

Winter Green, Tagitus, Traditionalmedicinalplants have boostedthe farmer'sincome･ Three years

back･ 8 tons of the above products were exportedand itis nowantlCIPatedthat itmay go up to 50 tons

next year･ Ch the whole, MongarDistrict produces about 70 % essentialoil of the whole eastern

Sector.

5･ Ifthe lives oftheruralpeopleare contendand extraincome obtained from agriculture,

there would be no mgration of people fromtheruraltothe urbanareas･ Inthis Dzongkhag,

according to the Dzongdag places equalimportance to both agnculture and education･

6･ The Dzongdagalso saidthat withthe completion of agriculturalinfrastructure facilitiesin

the Paro Valley Project,thefarmers of that region has become mentally strong, moreincomethrough

sale of cash cropsand progressive farmers have■doubled overthe years･Al1this, he said have been

possible because of proper infrastructureand implementation of modern farm equlPment･ Healso

hoped也at a sim血Prqject if血plemented in山e eastem reglOn WOuld perfbm much be仕er b∝ause

of varied climatic conditions suitable for growing Cash crops through outthe year･

7･ The 6 districts of easternreglOn has 19 %area under horticulture, 34 % under field crops,

36 % livestock, 30 % forestand 41 %ruralpopulation butonthecontrary has only 17
-18

% of the

totalreglStered pasture and grazlng land inthe reg10n･

Others ( RNRRCl :

BasedinKhangmaand is being supported by the Firs EasternZone Agriculture Project

(FEZAP)andfunded by the InternationalFund fわrAgriculture Development (IFAD).

The research prograrrmeinthe easternreglOn Was kept as Project'scomponent duringthe 6thFYP

under the Trashigang-Mongar Projectand under FEZAP during the 7thFYP butthe lessons leaned

from the above arrangements was not satisfactory･ Now, duringthe 8th- FYP,the RNRRC at
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fF侶）でのモデル地区

ルンチ県タンマナュー

地区全景

タンマチュー地区へ続

く土水路

タンマナュー地区へ続

く土水路の分岐点



Mr. P.M. Predhan: Director, EasternRNRRC

Mr. Sonam Tobgyel : ProjectImigation Ofncer

Mr. DanapatiDhungyel : Coodinator / EssentialOil

･ JICA/JOCV Office

Mr･ SeijiKomatsu : Resident Representative

Miss･ Kayo Torii :Associate Specialist / Researchand Development Division

MEMBERS OF ADCA MISSION

Mr･ KeijiNakaoka : Hokkaido EngineeringConsultants Co., Ltd. (m)

Mr. Seijiltaya -do-
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